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広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

村内陸上教室／2022年5月14日

02 	むらバスだより
03 	トピックス 地域住民との意見交換会を開催しました・区会長会議を開催しました ほか
05 	むらの事件簿 避難訓練・余市警察署だより 二輪車の事故防止 ほか
06 	健康支援センターだより こころの健康相談・歯と口の健康週間 ほか
08 	お知らせ伝言板 販売加工品開発事業補助金・ふるさと納税お礼の品事業者募集 ほか
14 	赤井川村写真館・編集後記 
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　北海道中央バスの赤井川線廃止により、公共交通の空白地を解消すべく令和４年４月１日から赤井川村が運行
主体となり、新しい地域公共交通がスタートしました。
　地域にとって前例のない課題でしたが、公共交通確保に向けて「むらバス」は順調に運行しています。

◆むらバスの利用状況◆
　４月分の乗車人員等がまとまりましたのでお知らせします。
前年度と比較すると、約１．４倍の方にご利用いただいております。今後もたくさんの方の利用をお待ちしています。

〇乗車人員　600人（前年比：144％増）
〇１日あたり乗車人員　20人（前年比：144％増）
〇１便あたり乗車人員　2.7人（前年比：159％増）
〇１日最大乗車人員　41人（運行日：４月15日）
〇１便最大乗車人員　16人（運行日：４月13日、４月20日　始発便）

※令和３年４月（北海道中央バス「赤井川線」と日祝運行の代替交通）の利用者数
　乗車人員　416人
　１日あたりの乗車人員　13.9人
　１便あたりの乗車人員　1.7人

◆おしえて！ むらバス◆
　むらバスについて、お問い合わせが寄せられたご質問を紹介します。

Q．福祉割引（身体障害者手帳や療育手帳などをお持ちの方）はありますか？
A．むらバスの運賃は、みなさんが利用しやすい安価な金額設定をしておりますので割引はありません。

Q．回数券はありますか？
A．回数券作成費の削減のため回数券はご用意しておりません。

Q．定期券が片道で販売されているのはなぜ？
A．むらバスを運行するために公共交通懇談会や地域公共交通セミナーなどを行い、利用者の方の意見をお聞
　きました。その中で、「朝はバスに乗るけれど夜は乗らない」といった片道のみの利用者が多いことがわかり、
　片道の定期券を発行することとしました。

赤　 井 　川 むらバス
だ よ り

一般 高校生以下
赤井川村⇔余市町 ３００円 ２００円

赤井川村内 １００円 １００円
余市町内 ２００円 ２００円

※未就学児は無料です。
※運賃の支払いは現金のみです。
　ご了承ください。

赤井川村⇔余市町
（片道）

赤井川村内
（往復）

余市町内
（往復）

学生
１ヶ月 　４，４００円 学生定期券は赤井川村と余市町間

の定期券のみの販売です。３ヶ月 １３，２００円

一般
１ケ月 　６，６００円 　４，４００円 　８，８００円
３ヶ月 １９，８００円 １３，２００円 ２６，４００円

※赤井川村と余市町間の定期券は片道ずつ
　の販売となりますので、往復利用の場合は
　往路分・復路分をお求めください。
※学生定期は、大学生までが対象です。
※JR余市駅エルプラザ内の「中央バス余市
　案内所」でお買い求めください。
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区会長会議を開催しました
2022.4.25　赤井川村役場

　令和４年第２回目の区会長会議を４月25日（月）に役場会議室で
開催しました。
　今回の会議では、マイナンバーカードやカルデラ温泉の源泉新規
掘削等について、意見や質問が寄せられました。区会長会議に提
出された議題は次のとおりです。

【総務課】
・役場の事務執行体制について　・地区別行政懇談会について　
・令和４年度予算関係について　・むらバス運行について　
・令和４年度区会交付金について　・北海道新幹線工事の進捗状況について　・ＮＴＴ光回線工事について
・参議院議員通常選挙について
【住民課】
・マイナンバーカードの普及とマイナポイント（第２弾）について
【保健福祉課】
・令和４年度住民健診について　・狂犬病予防注射について　・スズメバチの駆除について
・カルデラ温泉無料入館用「福祉入館券」について　・区会内における保健推進員の位置づけについて　
・ゴミステーションの管理について　・余市川流域クリーンアップ（周辺清掃）について
・赤井川村デイサービスセンター指定管理について
【産業課】
・鳥獣被害防止対策事業について　・高病原性鳥インフルエンザについて　・林野火災予消防対策について　
・みやこ公園パークゴルフ場の利用について　・カルデラ温泉の源泉新規掘削（３号井）について
【建設課】
・道路愛護運動の協力依頼について　・花いっぱい運動について　
・令和４年度建設課所管の主要工事実施予定について　・水道事故発生に対する対応について
【教育委員会】
・村内学校で継続して行っている新型コロナウイルス感染症対策について
・社会教育事業の参加と協力依頼について　・役場図書コーナーの図書の積極的な利用について

地域住民との意見交換会を開催しました
2022.4.19～21　赤井川村内

　４月19日～21日の期間において、村内３カ所の会場で赤井川村
議会議員会主催による『地域住民との意見交換会』を開催しました。
　この意見交換会は、『開かれた議会』を目指して地域住民の方々
と意見交換をさせていただき、今後の議会活動に役立てたいとの
思いから実施しています。
　各地域の方々からいただきました課題やむらづくりに対する思い
は、議員それぞれが持ち帰り、すぐに対応できる案件は村をはじ
めとした関係機関とも連携し改善していき魅力あるむらづくりを目指
していきます。また、この意見交換会の概要について取り纏めが終
了次第、各戸配布させていただく予定となっておりますので、もう
しばらくお待ちください。



4� 広報あかいがわ　2022.6.1

村内陸上教室
2022.5.14　村体育館、中学校体育館

　５月14日（土）に村内陸上教室を行いました。当初は山村広場と
赤井川中学校体育館・グラウンドでの開催予定でしたが、天候が
悪かったため、村体育館と中学校体育館へ会場を変更しました。
　子どもたちは、終始楽しそうにトレーニングに取り組んでいました。
　今回の陸上教室で学んだことを、部活動や運動会で活かしてほ
しいと思います。来年も開催予定ですので、是非また参加してくだ
さい。参加されたみなさま、お疲れさまでした。
　わかりやすく丁寧な指導をしてくださった先生方、本当にありが
とうございました。
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大会規模
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大会や地区大会、管内大会等の選
抜を経た者による全北海道の選考
会・大会とする）

後志管内規模以上の大会

成　　績

６位以上
（全国大会出場者は選考検討の対象
とする。地区大会を経て、かつ一
定規模以上であることとする。但
し、小学生は除く）

３位以上
（準ずる者もできる）

再受賞の除外 過去の受賞者を除く スポーツ賞受賞者を除く
毎年対象とする

スポーツ種目 過去受賞者であっても種目が違う
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表　　彰 盾、団体の場合メダル 盾、団体の場合メダル

団　　体 メンバーが違う場合対象
村外者と組んだ場合対象 村外者と組んでも対象とする

みやこ公園パークゴルフ場オープン
2022.4.29　みやこ公園パークゴルフ場

　４月29日（金）に、みやこ公園パークゴルフ場がオープンしました。
　同日、赤井川村パークゴルフ協会会員のみなさんがオープン前の
朝早い時間からコースのゴミ拾いを行ってくれました。
　雪解けにより発生したゴミや枝が拾われたことで、コース内はと
ても綺麗になりました。
　ぜひ、綺麗になったパークゴルフ場をご利用ください。

Topics
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余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033
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て
の
心
配

・
学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
、

　

行
こ
う
と
す
る
と
体
調
が
悪

　

く
な
る

・
お
酒
の
せ
い
で
、
家
庭
生
活

　

や
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
頭
の
怪
我
や
手
術
し
た
あ
と
、

　

不
安
に
な
っ
た
り
人
と
の
つ

　

き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
思
春
期
の
心
と
体
に
つ
い
て

　

の
心
配
・
不
安　

・・・
な
ど

※
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
予
約

　

制
で
す
。
相
談
日
の
３
日
前

　

ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

　

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
し
く
は
保
健
所
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
７

　

令
和
４
年
６
月
４
日
～
10
日

ま
で
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で

す
。
今
年
の
標
語
は
「
い
た
だ

き
ま
す　

人
生
１
０
０
年　

歯

と
共
に
」
で
す
。
こ
の
週
間
は
、

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、

歯
科
疾
患
の
予
防
に
関
す
る
適

切
な
習
慣
の
定
着
と
早
期
発
見

及
び
早
期
治
療
等
に
よ
り
歯
の

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
道
民
の

健
康
の
保
持
増
進
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

歯
や
歯
肉
が
痛
く
て
食
べ
る

時
に
気
に
な
る
…
と
い
う
経
験

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
美
味
し

く
食
べ
る
た
め
に
も
、
食
後
の

歯
磨
き
は
大
切
で
す
。
特
に
夕

食
後
～
就
寝
前
は
丁
寧
に
歯
磨

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
中
は

唾
液
の
分
泌
量
が
著
し
く
低
下

し
ま
す
が
、
唾
液
に
は
虫
歯
菌

が
作
る
酸
性
の
環
境
を
中
和
す

る
働
き
が
あ
り
、
睡
眠
中
は
こ

の
働
き
が
少
な
い
た
め
に
虫
歯

が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
就

寝
前
ま
で
に
口
の
中
の
ケ
ア
を

し
な
い
と
、
翌
朝
に
は
虫
歯
の

原
因
と
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
が
夕
食
後
の
約
30
倍
に
も
増

加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

朝
・
昼
に
歯
磨
き
の
時
間
が
と

れ
な
い
方
も
、
夜
は
し
っ
か
り

と
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　暖かい日が増えてきましたが、朝夜は気温が低
くなります。カーディガンやパーカーなど重ね着
できるものがあると、天気や気温に合わせて調整
しやすいですね。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

月
会　　　場

俱知安保健所 余市支所

７月 21日（木）
午後２時～午後４時

８月 ４日（木）
午後１時30分～午後３時30分

９月 26日（月）
午前10時～正午

10月 24日（月）
午前10時～正午

11月 24日（木）
午後２時～午後４時 　

12月 １日（木）
午後１時～午後３時

令和５年１月 30日（月）
午前10時～正午

２月 ２日（木）
午後１時30分～午後３時30分

３月 23日（木）
午後２時～午後４時

歯
と
口
の
健
康
週
間
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昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
54
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
は
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
と
し
て
追

加
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
31
年
2

月
予
防
接
種
法
施
行
令
改
正
）。

　

対
象
の
方
に
は
無
料
で
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、

令
和
2
年
度
に
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有

効
期
限
が
「
令
和
3
年
3
月
31

日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
７
年
3
月
31
日
ま
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
へ
４
月
に
ご
案
内
の

文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
の
上
、
是
非
検
査
及

び
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
改
め
て
発
行
し
ま
す
の
で
保

健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

令
和
４
年
４
月
28
日
（
木
）

に
移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
」

が
来
村
し
献
血
を
実
施
し
ま
し

た
。

■
結
果

〇
赤
井
川
村
役
場
駐
車
場　
　

　

４
０
０
ml　

14
名

〇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
（
ト
リ
ビ

　

ュ
ー
ト
、
マ
ウ
ン
テ
ン
セ
ン

　

タ
ー
）

　

４
０
０
ml　

７
名

※
今
回
の
献
血
で
中
止
し
た
方

　

は
０
名
で
し
た
。

　

今
年
度
の
移
動
採
血
車
で
の

献
血
は
21
名
の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

血
液
は
採
血
後
21
日
間
し
か

有
効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
道

内
で
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
て

の
血
液
型
で
不
足
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
村
内
で

実
施
す
る
献
血
は
今
回
の
み
と

な
り
ま
す
が
、
近
隣
町
村
で
も

実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
移
動
採
血
車
を
見
か
け
た

際
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

成
人
風
し
ん
抗
体
検
査
無
料

期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

地域おこし協力隊通信　第２号
　5月に入ってからようやく暖かい気候になってほっとしています。先月まではまだ冬が続いているような感じがあ
り、まだまだ雪が残り朝晩の冷え込みが厳しくて、テレビに流れる開花した桜や花見をする人々の様子を不思議
な気持ちで見ていました。早く春が来てほしいと思いながら過ごしていた毎日でしたが、半年近くを雪と共に生活
したのは初めてのことだったので、いざ雪がとけるとどこか変な感じがしてしまいます。それでもやはり暖かいこと
は嬉しくて、以前よりも気軽に外を出歩けるようになり少ずつ行動範囲も広がって、雪がとけて通れるようになっ
た道やいままで雪に埋もれて気が付かなかった道を発見するようになりました。
　ある日散歩をしていると、突然山の中から何かが飛び出してきました。はじめは野良犬かと思いましたが、よく
見ると鹿で、それも5～６匹くらいが続 と々出てきて目の前を横切っていきました。あまりにも突然のことだったの
で少し見入ってしまいましたが、ふと気づいて、まさか熊に追われていたのではないかと思いその後は恐る恐るの
散歩でした。少し山道に入ればあちこちから鳥の鳴き声が聴こえてとても気持ちがいいのですが、たまに熊のフ
ンらしきものを見かけるのでその時は気が気ではありません。足早にその場を去ります。
　そんな風に過ごしている内にいよいよ春が深まってきて、あちこちで桜が咲いているのを見かけるようになりまし
た。これまで桜といえば３月４月の卒業・入学シーズンに咲くものだったのでこの時期に見るのは新鮮な経験でし
た。やはり桜を見ることがなにより春を実
感できます。日中は上着が必要ないくらい
に暖かくなってきていて、そろそろ半袖で
過ごせそうなくらいです。まだまだ開拓で
きていない道があると思うので、この過ご
しやすい季節にいろんなところを歩き回っ
てみたいと思います。

地域おこし協力隊員　阿比留

撮影者：地域おこし協力隊　阿比留隊員

健康支援センターだより
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赤
井
川
村
で
生
産
さ
れ
た

農
林
畜
産
・
水
産
品
を
使
用
し

た
赤
井
川
村
に
由
来
ま
た
は

起
因
す
る
商
品
を
製
造
ま
た

は
販
売
の
補
助
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
補
助
要
件

〇
補
助
対
象
経
費

　

新
商
品
開
発
（
試
作
含
む
）

　

の
た
め
の
経
費
、
製
造
販
売

　

に
係
る
外
注
加
工
費
な
ど

〇
補
助
率

　

2
分
の
1
以
内

〇
補
助
金
額

　

上
限
20
万
円（
下
限
10
万
円
）

〇
交
付
対
象
者

　

赤
井
川
村
内
に
所
在
を
置
く

　

法
人
、
生
産
組
織
ま
た
は
個

　

人
事
業
主
で
、
村
税
を
完
納

　

し
て
い
る
者

■
申
請
期
限

　

７
月
29
日（
金
）

■
申
請
回
数　

　

1
年
度
に
つ
き
1
回

■
条
件

　

事
業
完
了
後
、
3
年
間
は
事

　

業
を
継
続
し
、
毎
年
度
3
月

　

ま
で
に
販
売
実
績
を
報
告

　

す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
期

　

間
、
村
税
を
滞
納
し
な
い
こ

　

と
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

〇
村
内
に
住
所
を
有
し
、
事
業

　

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が

　

わ
か
る
書
類

〇
補
助
対
象
経
費
の
金
額
が
わ

　

か
る
書
類
（
見
積
書
、
資
料

　

の
写
し
等
）

〇
納
税
証
明
書（
村
税
）

※
申
請
書
類
に
つ
い
て
は
、役

　

場
窓
口
（
産
業
課
）
ま
た
は

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し

　

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

産
業
課
産
業
係

　

℡
３
４

－
６
２
１
１

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
一

つ
の
き
っ
か
け
に
、
全
国
か
ら

多
数
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け

る
お
礼
の
品
贈
呈
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

左
記
条
件
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
参
加
条
件

〇
赤
井
川
村
商
工
会
会
員
・
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
法
人
赤
井
川
観
光
協
会

　

会
員
、
そ
の
他
村
内
で
事
業

　

を
営
む
法
人

〇
右
記
以
外
の
Ｊ
Ａ
組
合
員
の

　

方
は
、
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
へ
ご

　

相
談
願
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係
ふ
る
さ
と
納

　

税
担
当

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

例
年
、
農
業
者
の
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
て

い
る
農
作
物
作
付
面
積
調
査

で
す
が
、
平
成
25
年
度
よ
り
効

率
良
く
調
査
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
た
め
、村
と
農
協
と
の
合

同
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
対
象
者
を
分
担
し
、

重
複
し
た
調
査
を
避
け
る
こ

と
で
少
し
で
も
農
業
者
の
皆

様
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
対
象
者
に
は
村
よ
り

６
月
上
旬
頃
よ
り
調
査
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、調
査
票
が
届

い
た
方
は
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、６
月
30
日（
木
）ま
で
に
赤

井
川
給
油
所
ま
た
は
役
場
産

業
課
農
政
係
へ
持
参
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
役
場
番
号
：
３
４

－

６
６
４
４
）
に
よ
る
提
出
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

自
分
で
の
記
載
が
難
し
い
場

合
に
は
、
後
日
統
計
調
査
員
又

は
担
当
職
員
が
伺
い
、
記
載
の

お
手
伝
い
を
し
た
上
で
回
収

い
た
し
ま
す
。

　

調
査
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
農
業
者
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課
住
民
係
・
産
業
課
農
政
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

Fax
３
４

－

６
６
４
４

　

毎
年
、
道
路
愛
護
啓
蒙
運
動

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
道
路
愛
護
運
動
」
が
、
各

区
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
毎
年
８
月
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し

て
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
皆

様
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
合
い
、

道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
美
し
く
、

安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
早
め
の
５
月
に
、

旭
丘
・
一
都
・
二
都
区
会
の

皆
様
（
合
計
80
名
参
加
）
に
道

路
清
掃
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

旭
丘
・
一
都
・
二
都
区
会
の

皆
様
、
道
路
愛
護
運
動
へ
の
ご

協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

８
月
の
運
動
に
つ
い
て
は
広

報
７
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

販
売
加
工
品
開
発

事
業
補
助
金

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

令
和
４
年
度
農
作
物

作
付
面
積
調
査

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の
品

事
業
者
募
集

道
路
愛
護
運
動
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INFORMATION

紫
外
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◆
開
催
月
日
／
４
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
農
業
委
員
会
の
最
適
化
活
動

　

の
目
標
の
設
定
等
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
研
修
生
の
フ
ォ
ロ

　

ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

◇
農
業
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
ま

で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
転
用
の

計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
許
可

を
受
け
な
い
で
転
用
し
た
場
合

や
、
許
可
の
内
容
と
異
な
る
目

的
に
転
用
し
た
時
に
は
、
厳
し

い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
原
状
回
復
を

含
め
た
是
正
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
地
以
外
で
あ
っ

て
も
農
業
振
興
地
域
に
該
当
す

る
土
地
で
あ
れ
ば
別
途
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
産
業

課
農
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
の
利
用
や
保
全

に
必
要
な
施
設
（
農
道
・
農
業

用
倉
庫
等
）
を
２
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
農
地
を
利
用
し

て
転
用
す
る
場
合
は
、
許
可
申

請
で
は
な
く
、
届
出
に
な
り
ま

す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る

　
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た

　
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、「
耕
作

で
き
な
い
の
で
誰
か
耕
作
者
は

い
な
い
か
？
」
そ
ん
な
皆
様
の

声
を
反
映
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用

希
望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い

る
方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら

し
を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�
（
令
和
４
年
５
月
14
日
現
在
）

～
お
出
か
け
に
は
気
象
情
報

の
活
用
を
～

　

６
月
は
、
真
夏
ほ
ど
気
温
は

高
く
な
い
も
の
の
、
強
い
日

ざ
し
が
降
り
そ
そ
ぎ
始
め
る

時
期
で
、
屋
外
で
の
活
動
が
一

段
と
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。

北
海
道
で
は
紫
外
線
対
策
と

い
う
に
は
ち
ょ
っ
と
気
が
早

い
と
思
う
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、昼
の
時
間
が
最

も
長
い
「
夏
至
」
の
前
後
は
1

年
の
中
で
太
陽
の
高
さ
が
最
も

高
く
な
る
た
め
日
差
し
も
強

く
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
「
夏
至
」
は
6
月
21

日
で
す
。
北
海
道
で
は
例
年
６

月
は
晴
れ
の
日
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
紫
外
線
の
量
は
７
月

に
次
い
で
２
番
目
に
多
く
、
紫

外
線
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
紫
外
線
の
強
さ
に
は
次
の

　

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

〇
紫
外
線
の
量
は
、
晴
れ
る
と

　

量
が
多
く
、
曇
り
の
日
は
雲

　

で
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
少
な

　

く
な
る
。

〇
紫
外
線
の
反
射
率
は
草
や
土
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ

　

ル
ト
で
は
10
％
前
後
、
水
面

　

や
砂
浜
で
20
％
く
ら
い
、
と

　

い
わ
れ
、海
岸
の
方
が
よ
り

　

紫
外
線
が
強
い
。

〇
標
高
の
高
い
所
へ
行
く
と
、

　

紫
外
線
が
通
過
す
る
空
気
の

　

層
が
薄
く
な
る
こ
と
や
、

　

空
気
が
澄
ん
で
い
る
こ
と

　

な
ど
か
ら
、紫
外
線
が
あ
ま

　

り
弱
ま
ら
ず
、
一
般
に
標
高

　

が
１
０
０
０
ｍ
高
く
な
る

　

と
約
10
％
も
紫
外
線
が
強
く

　

な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
海

水
浴
や
登
山
な
ど
の
行
楽
に

は
、
特
に
入
念
に
紫
外
線
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

紫
外
線
の
対
策
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

〇
紫
外
線
の
最
も
強
い
午
前
10

　

時
か
ら
午
後
２
時
頃
は
外
出

　

を
控
え
る
。

〇
日
陰
を
利
用
す
る
、
日
傘
や

　

帽
子
を
使
う
、
サ
ン
グ
ラ
ス

　

を
か
け
る
な
ど
、
日
射
を

　

防
ぐ
。

〇
日
焼
け
止
め
の
ク
リ
ー
ム
を

　

使
用
す
る
。

　

屋
外
で
の
活
動
の
予
定
に

は
、
紫
外
線
に
関
す
る
情
報
の

ほ
か
、
週
間
天
気
予
報
や
２
週

間
先
ま
で
の
天
候
を
お
知
ら

せ
す
る
早
期
天
候
情
報
な
ど

を
上
手
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
紫
外
線
に
関
す
る
情
報
は
次

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
地
域
を
選
択
し

　

て
ご
利
用
で
き
ま
す

　

https://w
w
w
.data.jm

a.go

　

.jp/env/uvindex　
　
　

◇
早
期
天
候
情
報
は
次
の
Ｕ
Ｒ

　

Ｌ
か
ら
地
図
を
拡
大
ま
た

　

は
地
域
を
選
択
し
て
ご
利

　

用
で
き
ま
す
。

　

https://w
w
w
.data.jm

a.go

　

.jp/cpd/souten/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
23
回

お

知

ら

せ
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お知らせ伝言板

年
金
受
給
者

死
亡
時
の
手
続
き

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
…

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
ま
た
は
失
業
な
ど
に
よ
り
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
と
な
る
所
得
の
め
や
す

　
◇
全
額
免
除　

↓
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋
32
万
円

◇
４
分
の
１
納
付
（
４
分
の
３
免
除
）

　
　
　
　
　
　

↓
88
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

◇
半
額
納
付　

↓
１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

◇
４
分
の
３
納
付
（
４
分
の
１
免
除
）

　
　
　
　
　
　

↓
１
６
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

※
申
請
人
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
４
年
１
月
～
令
和
４
年
６
月
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
前
々
年
（
令
和
２
年
）
の
所
得
で
審
査

　

を
行
い
ま
す
。

■
継
続
審
査
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続
き
は
１
年
間
（
７
月
～
翌
年
の
６
月
）
を
単
位
と
し
て
、
毎
年
行
う

の
が
原
則
で
す
が
、
申
請
書
下
部
の
継
続
申
請
確
認
欄
に
〇
を
記
入
す
る
と
、
全
額
免
除
、
及
び
納
付

猶
予
の
２
つ
の
区
分
に
限
り
、
改
め
て
申
請
を
す
る
こ
と
な
く
、
審
査
を
自
動
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
所
得
の
審
査
を
行
う
為
、
申
告
等
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

◇
災
害
、
失
業
、
配
偶
者
の
暴
力
等
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

　

た
こ
と
に
よ
る
特
例
の
全
額
免
除
、
及
び
４
分
の
１
・
半
額
・
４
分
の
３
免
除
で
は
、
継
続
申
請
は

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
小
樽
年
金
事
務
所
（
℡
０
１
３
４

－

６
５

－

５
０
０
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
　
　
　
　
　

を
受
け
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　

る
方
（
年
金
受
給

　
　
　
　
　

者
）
が
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

時
か
ら
14
日
以
内
に
親
族
の
方

な
ど
か
ら
「
年
金
受
給
権
者
死

亡
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
提
出
が
遅

れ
る
と
亡
く
な
っ
た
後
も
年
金

が
引
き
続
き
支
払
わ
れ
、
遺
族

の
方
よ
り
お
返
し
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
年
金
受
給
者
が
受
け
取

り
残
し
た
年
金
が
あ
る
場
合
、

年
金
受
給
者
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
遺
族（
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
）
の
方
が
「
未
支
給
年
金
」

を
請
求
い
た
だ
く
こ
と
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
未
支
給
年
金
は
年
金

受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
月
分
ま

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

令
和
４
年
度
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度

更
新
期
間
は
、
6
月
1
日
（
水
）

～
7
月
11
日
（
月
）
で
す
。

　

最
寄
り
の
労
働
局
・
労
働
基

準
監
督
署
・
金
融
機
関
で
申

告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方

及
び
申
告
・
納
付
方
法
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
更

新
申
告
書
に
同
封
し
て
い
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

区
会
で
清
掃
活
動
を
実
施
い

た
だ
け
る
場
合
は
、
村
か
ら
ご

み
袋
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
め
て
い
た
だ
い
た

ご
み
は
村
が
回
収
い
た
し
ま
す
。

実
施
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
保

健
福
祉
課
国
保
衛
生
係
ま
で
次

の
事
項
を
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

〇
区
会
名
及
び
代
表
者
名

〇
代
表
者
の
連
絡
先

〇
清
掃
活
動
の
実
施
日
時

〇
ご
み
袋
の
必
要
枚
数

　
（
45
Ｌ
と
90
Ｌ
が
あ
り
ま
す
。）

〇
ご
み
の
置
き
場
所

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
国
保
衛
生
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

区
会
で
の
清
掃
活
動
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INFORMATION

◆令和３年度北後志衛生施設組合財政状況（下半期）�

383千円
282千円 （73.6%）

150,836千円
150,836千円 （100.0%）

分担金及び負担金

49,460千円
47,643千円 （96.3%）

9,078千円
8,008千円 （88.2%）

使用料及び手数料

132,357千円
109,927千円 （83.1%）

22,784千円
22,783千円 （100.0%）

500千円
０千円 （0.0%）

182,700千円
157,852千円 （86.4%）

182,700千円
181,652千円 （99.4%）

繰越金

諸収入

歳入合計

議会費

総務費

衛生センター費

予備費

歳出合計

2千円
25千円（1,250.0%）

１　令和４年３月31日現在の執行状況

２　財産及び地方債並びに一時借入金
　　　　 　　 施設名
区　域

北後志衛生センター
（し尿処理場）

旧北後志清掃センター
（旧ごみ処理場）

財
産

建　物
処理場・事務所　1,766㎡
車　庫　　 　　　　44㎡

旧焼却場・旧事務所　1,894㎡

土　地 19,053㎡ 11,927㎡
地　方　債

（長期借入額） な　　　　　し

基　　　金 な　　　　　し

一時借入額 な　　　　　し

町村負担額 負　担　率

余市町 68,024千円 45.10％

仁木町 39,254千円 26.02％

赤井川村 9,294千円 6.16％

古平町 16,435千円 10.90％

積丹町 17,829千円 11.82％

負担金計 150,836千円 100.00％

　※令和３年度組合経費の住民負担額は、　　
　　１人あたり5,683円となります。
　　この負担額は、左記のとおり町村負担
　　金として、各町村が負担しています。

（１）町村負担金
３　負担金の状況

（２）住民負担状況

　

北
海
道
新
幹
線
事
業
を
手
掛

け
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
北
海
道

新
幹
線
建
設
局
は
、
令
和
４
年

４
月
よ
り
赤
井
川
村
内
に
連
絡

所
を
設
置
し
、
新
幹
線
工
事
の

管
理
、
調
整
業
務
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

■
事
務
所
名

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
北
海
道
新

　

幹
線
建
設
局
俱
知
安
鉄
道
建

　
設
所
赤
井
川
連
絡
所

■
住
所

　

字
赤
井
川
86
番
地
６

■
電
話
番
号

　

℡
０
８
０

－

１
８
６
０

－

０
８
７
６

　
（
不
在
時
は
倶
知
安
鉄
道
建

　

設
所
に
転
送
さ
れ
ま
す
）

　
鉄
道
・
運
輸
機
構

赤
井
川
連
絡
所
設
置
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

６
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.4.15 0.054 晴れ
4.19 0.054 晴れ
4.22 0.050 晴れ
4.26 0.058 晴れ
4.29 0.060 くもり
5.3 0.055 くもり
5.6 0.054 晴れ

5.10 0.054 晴れ
5.13 0.055 雨

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
の
採
用
試
験
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

　

高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒

　

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

　

者
■
申
込
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
６
月
20
日（
月
）～
６
月
29
日（
水
）

〇
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が

　

で
き
な
い
場
合

　

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る

人
事
院
地
方
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

〒
０
６
０

－

０
０
４
２

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　

℡
０
１
１

－

２
４
１

－

１
２
４
８

■
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試

　

験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験
】

　

９
月
４
日
（
日
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

10
月
６
日
（
木
）

■
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
、

　

身
体
検
査
】

　

10
月
12
日
（
水
）～
10
月
21
日

　
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

■
最
終
合
格
者
発
表
日

　

11
月
15
日
（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採

　

用
担
当

　

℡
０
１
１

－

２
３
１

－

５
０
１
１

　

内
線
２
３
１
５

〇
余
市
税
務
署
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
０
９
３

　

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を

「
電
波
の
日
」
と
定
め
、
６
月

10
日
ま
で
の
「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
に

電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、

適
性
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

ご
相
談
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

℡
０
１
１

－

７
３
７

－

０
０
９
９

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30

　

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午

　

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
）
で
す
。

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国

人
は
数
多
く
お
り
ま
す
が
、
そ

の
就
労
状
況
を
み
る
と
、
社
会

保
険
等
の
未
加
入
や
適
性
な
労

働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

等
の
問
題
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

外
国
人
を
雇
入
れ
る
際
は
、
次

の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資

　

格
で
あ
る
こ
と

〇
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

　

届
出
を
行
う
こ
と

〇
労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の

　

加
入
を
は
じ
め
適
性
な
雇
用

　

管
理
を
行
う
こ
と

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
労

働
施
策
総
合
推
進
法
に
基
づ
く
、

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用

管
理
の
た
め
の
指
針
を
定
め
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ

き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
労
働
基
準
監

督
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

７
６
５
１

〇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　

℡
２
２

－

３
２
８
８

６
月
１
日
は「
電
波
の
日
」

６
月「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」

税
務
職
員
募
集
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０２４ ４６ １，０７０ △３２

男 ５１９ ２４ ５４３ △１４

女 ５０５ ２２ ５２７ △１８

世帯数 ５３５ ３７ ５７８ △３１

※令和４年４月30日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
４
月
15
日
～
５
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会 

神
尾　

勝
子
さ
ん　

80
歳　

曲
川

田
村　
　

武
さ
ん　

91
歳　
１
町
内

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
指
定
寄
付
金（
高
齢
者
福
祉
）

　

と
し
て　

３
万
円

　

小
山
田　

光
禅　

様

〇
一
般
寄
付
と
し
て　

５
千
円

　

天
野　

好
枝　

様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
４
月
15
日
～
５
月
14
日
〉

（
４
月
）

16
日
◇
長
谷
川
岳
参
議
院
議
員

　
　
　

政
経
セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌

　
　
　

市

19
日
◇
北
海
道
道
路
整
備
促
進

　
　
　

協
会
通
常
総
会
／
札
幌

　
　
　

市

　
　

◇
治
水
砂
防
海
岸
事
業
促

　
　
　

進
連
盟
総
会
／
札
幌
市

　
　

◇
防
災
協
会
総
会
／
札
幌

　
　
　

市

20
日
◇
北
海
道
道
路
利
用
者
会

　
　
　

議
／
札
幌
市

　
　

◇
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　

所
長
着
任
挨
拶
／
字
赤

　
　
　

井
川

21
日
◇
北
海
道
町
村
会
１
０
０

　
　
　

年
記
念
式
典
・
定
期
総

　
　
　

会
／
札
幌
市

22
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン
協
会
道
央
支
部
事
務

　
　
　

局
長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
資

　
　
　

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

25
日
◇
区
会
長
会
議
／
字
赤
井

　
　
　

川

26
日
◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
／
字
赤
井
川

27
日
◇
観
光
資
源
調
査
／
帯
広

　
　
　

市

（
５
月
）

９
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

総
会
／
ニ
セ
コ
町

10
日
◇
市
橋
修
治
道
議
会
議
員

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

11
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
電
力
（
株
）
役

　
　
　

員
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
地
域

　
　
　

創
生
部
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
御
通
夜
出
席
／
余
市
町

12
日
◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
　
　

連
合
北
海
道
連
携
会
議

　
　
　

総
会
／
中
札
内
村
／
～

　
　
　

13
日

14
日
◇
北
海
道
新
幹
線
二
ツ
森

　
　
　

ト
ン
ネ
ル
明
治
工
区
安

　
　
　

全
祈
願
祭
／
字
明
治

１
日
◇
職
員
辞
令
交
付
・
訓
示

４
日
◇
教
職
員
辞
令
交
付

　
　

◇
校
長
・
教
頭
会
議

12
日
◇
入
札

13
日
◇
道
の
駅
直
売
所
生
産
者

　
　
　

協
議
会
役
員
会

15
日
◇
赤
井
川
村
特
別
支
援
教

　
　
　

育
連
携
会
議

16
日
◇
学
校
経
理
事
務
担
当
者

　
　
　

会
議

21
日
◇
赤
井
川
村
畑
か
ん
用
水

　
　
　

施
設
維
持
管
理
組
合
理

　
　
　

事
会

26
日
◇
教
育
委
員
会
議

27
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
第
23
回
農
業
委
員
会
総
会

　

自
衛
官
候
補
生 

陸
・
海
・

空
（
男
子
・
女
子
）・
予
備
自

衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

６
月
15
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　村内陸上教室からの１枚です。
　今月は運動会があります。この陸上教室
で学んだことを存分に発揮した、皆さんの
カッコイイ姿を期待していますよ！
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■早いもので、もう６月。1年の半分が過ぎようとしています。今
月21日は二十四節季のひとつ「夏至」ですね。１年で１番昼が長く、
夜が１年で１番短いため「短夜（みじかよ）」とも呼ばれ夏の季語
にもなってるようですね。（ネタがなさ過ぎて調べました。）
　裏表紙は都小の避難訓練の写真です。スモークマシンを使用した
ことで、いつもより臨場感のある訓練になったのではないでしょう
か？（K）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

避難訓練（都小学校）
撮影：北後志消防組合赤井川支署

場所：都小学校
撮影日：2022年5月6日

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集し
　ています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物
などの写真を広報あかいがわに掲載してみま
せんか？掲載したいまたはしても良いという
方がおられましたら、役場総務課企画地域振興
係までご連絡ください。なお、写真はプリン
ト、データどちらでもかまいませんが、2300×
1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった
中から内部で審査を行い掲載していきます。掲
載希望がない場合は広報担当及び役場職員が撮
影した写真やその他情報を掲載していきます。
あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみ
ませんか？


